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図 1:臨界を越えたある流量におけるチューブの運動を､各時刻tにおけるスナップ
ショットとして表示した｡ 黒丸は吸い込みロを表す｡(a)吸い込み口の方向を固定した
チューブは左右に振動し始める｡(b)吸い込み口の方向を自由にしたチューブは回転し
始める｡
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